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は
じ
め
に

西
暦
七
二
〇
年
五
月
二
一
日
、『
続
日
本
紀
』（
巻
第
八
・
元
正
天

皇　

養
老
五
年
条
）
に
よ
れ
ば
こ
の
日
、『
日
本
書
紀
』
完
成
の
上

奏
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
紀
三
〇
巻
に
加
え
て
系
図
一
巻
の
あ
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
も
の
の
、
系
図
は
現
存
せ
ず
、
本
紀
三
〇
巻
の
み

が
『
日
本
書
紀
』
と
し
て
、現
在
に
い
た
る
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
『
日
本
書
紀
』
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
の
写
本
が
書
き
継
が
れ

て
き
た
が
、
三
〇
巻
全
部
を
具
え
る
写
本
は
存
外
少
な
い
。
数
少
な

い
例
に
該
当
す
る
北
野
本
も
、
書
写
期
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
写

本
群
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
所
蔵
の
兼
右
本
は
二
八
巻
を
具
え
る
も
の
の
、
神
代
巻
二
巻
は

な
く
、
逆
に
同
館
所
蔵
乾
元
本
『
日
本
書
紀
』
は
神
代
巻
二
巻
の
み

で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
他
、多
く
の
『
日
本
書
紀
』
写
本
を
み
る
と
、

神
代
巻
（
一
巻
の
み
、
あ
る
い
は
二
巻
の
み
を
含
む
）
の
写
本
が
多

く
を
占
め
、
巻
第
三
以
降
の
も
の
は
そ
れ
に
比
し
て
少
な
い
。
完
本

を
具
え
た
『
日
本
書
紀
』
が
一
般
化
す
る
の
は
、
近
世
以
降
、
版
本

の
隆
盛
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
た
だ
『
日
本
書
紀
』
の
写
本
と
い
っ
て
も
、
現
存

状
況
に
鑑
み
て
そ
れ
は
、
書
写
の
あ
り
方
が
巻
ご
と
に
異
な
っ
て
い

た
様
相
を
看
取
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
夙
に
指
摘
の
あ

る
と
お
り
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
等
）、
書
写
の
あ

り
方
自
体
に
も
「
古
本
系
」「
卜
部
系
」
と
い
っ
た
差
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
概
略
を
示
せ
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
成
っ
た
時
点
に
近
い
書
記

形
態
を
保
存
す
る
も
の
が
「
古
本
系
」、卜
部
家
（
吉
田
・
平
野
両
家
）

に
伝
わ
っ
た
も
の
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
備
え
た
も
の
が
「
卜
部
系
」

非
卜
部
系
統
『
日
本
書
紀
』
写
本
群
に
つ
い
て

― 
為
縄
本
・
玉
屋
本
・
三
嶋
本 

―

植　

田　
　

麦
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と
称
さ
れ
る
。
両
者
は
特
に
、
巻
第
一
・
巻
第
二
の
神
代
巻
に
そ
の

特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
は
正
文
に
複
数
の
一
書
を
付
す
。
正
文
は

冒
頭
か
ら
結
末
に
至
る
ま
で
連
続
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
が
、
一

書
は
任
意
の
章
段
に
お
け
る
正
文
に
対
す
る
異
文
と
な
っ
て
い
て
、

内
容
と
し
て
正
文
と
連
続
し
な
い
し
、
一
書
同
士
で
も
基
本
的
に
は

連
続
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
正
文
が
大
字
一
行
で
書
記

さ
れ
る
の
に
対
し
、
平
安
時
代
初
期
の
書
写
と
目
さ
れ
る
四
天
王
寺

本
等
で
は
、
一
書
が
小
書
双
行
で
書
記
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
改
行
は

な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、い
わ
ば
分
注
の
か
た
ち
で
書
か
れ
る
。
一
方
、

卜
部
系
本
の
代
表
的
な
写
本
と
も
い
え
る
兼
方
本
で
は
、
一
書
は
全

体
に
一
段
下
げ
た
う
え
で
、
大
字
一
行
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
乾
元
本
等
で
も
同
様
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
一
書
の
書
写
の
在
り
よ
う
の
み
で
古
本
系
か
卜
部
系

か
を
決
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
書
記
形
態
の
特
徴
と
し
て
、
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
術
語
と
し
て
「
古
本
系
」
を
た
て
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
に
対
す
る
語
は
「
新
本
系
」
と
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は

あ
ろ
う
が
、
そ
の
「
新
本
」
に
相
当
す
る
も
の
が
卜
部
家
伝
来
の
諸

本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
卜
部
系
」
と
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
卜
部

家
（
卜
部
兼
倶
『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
に
よ
れ
ば
、
卜
部
兼
延
と

い
う
）
に
よ
っ
て
一
書
の
あ
り
方
を
改
編
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
群
と
そ

れ
以
外
、
す
な
わ
ち
「
卜
部
系
」
と
そ
れ
に
対
す
る
「
非
卜
部
系
」

と
い
う
把
握
の
方
が
、『
日
本
書
紀
』
写
本
群
を
考
え
る
に
は
適
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
完
本
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』
が
一
般
化
す
る

の
は
近
世
以
降
と
述
べ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
寛
永
期
に

刊
行
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
一
書
は
一
段
下
げ
大

字
一
行
、
す
な
わ
ち
卜
部
系
の
写
本
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
現
代
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
の
多
く
も
ま

た
、
寛
永
版
本
や
兼
方
本
等
の
卜
部
系
本
を
底
本
と
し
て
使
用
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、『
日
本
書
紀
』
成
書
当
時
か
ら
現
代

に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
写
本
群
は
多
様
性
に
満
ち
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
は
、
そ
の
基

底
に
卜
部
系
本
を
置
く
こ
と
が
多
く
、
右
に
み
た
「
多
様
性
」
は
無

視
さ
れ
、
む
し
ろ
卜
部
系
本
こ
そ
が
『
日
本
書
紀
』
そ
の
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
す
ら
み
え
る
。

稿
者
は
こ
れ
ま
で
に
、『
日
本
書
紀
』
の
一
三
〇
〇
年
間
を
考
え

る
目
的
か
ら
、
三
嶋
本
『
日
本
書
紀
』
を
主
た
る
対
象
と
し
て
論
考

を
加
え
て
き
た
。
三
嶋
本
は
卜
部
系
本
に
属
さ
な
い
『
日
本
書
紀
』

写
本
の
な
か
で
も
際
だ
っ
た
特
徴
を
も
つ
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

『
日
本
書
紀
』
写
本
全
体
の
多
様
性
を
考
え
る
の
に
適
し
た
も
の
で

あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
論
考
の
な
か
で
は
、
三
嶋
本
の
祖
本
と
し
て
指
摘
の
あ
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る
『
類
聚
国
史
』、
あ
る
い
は
三
嶋
本
の
具
書
三
巻
と
の
関
係
に
つ

い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
三
嶋
本
と
同
系
統
の
写
本
と
し

て
指
摘
の
な
さ
れ
て
き
た
玉
屋
本『
日
本
書
紀
』お
よ
び
為
縄
本『
日

本
書
紀
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
述
べ
る
と
こ
ろ
が
少
な

か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
三
本
の
『
日
本
書
紀
』
の
在
り
よ
う

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

１
．
諸
本
に
つ
い
て
（
１
）
為
縄
本

ま
ず
は
、
本
稿
で
扱
う
三
本
、
為
縄
本
・
玉
屋
本
・
三
嶋
本
に
つ

い
て
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

為
縄
本
は
巻
第
一
の
み
現
存
し
て
い
る
。
神
宮
文
庫
所
蔵
の
一
本

で
、『
日
本
書
紀
』
の
写
本
と
し
て
よ
り
も
、左
に
み
る
理
由
か
ら
『
類

聚
国
史
』
の
一
本
と
し
て
知
ら
れ
る
。

『
類
聚
国
史
』
は
平
安
時
代
に
菅
原
道
真
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

類
書
で
、当
初
は
本
史
二
〇
〇
巻
、目
録
二
巻
、系
図
三
巻
か
ら
成
っ

て
い
た
が
、
現
存
す
る
の
は
そ
の
う
ち
の
六
二
巻
で
あ
る
。
現
存
巻

を
み
る
と
、
巻
第
一
神
祇
部
一
・
神
代
上
に
始
ま
り
、
続
く
巻
第
二

は
神
祇
部
二
・
神
代
下
、
続
刊
以
下
巻
第
百
九
十
九
雅
俗
部
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、『
日
本
書
紀
』
を
は
じ
め
と
し
た
種
々
の

書
物
を
部
立
て
に
沿
っ
て
切
り
貼
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
巻
第
一
「
神
祇
部
一
」
と
巻
第
二
「
神
祇
部
二
」
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
書
紀
』
の
巻
第
一
「
神
代
上
」・
巻
第
二
「
神

代
下
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
類
聚
国
史
』
巻
第

一
と
巻
第
二
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
・
巻
第
二
と
し
て
よ
む
こ

と
が
で
き
る
。

玉
屋
本
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
冒
頭
に
「
日
本
書
紀　

巻
第
一
」

と
あ
り
、
次
行
に
「
神
祇
部
一
」
と
あ
っ
て
、『
類
聚
国
史
』
巻
第

一
の
部
立
て
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
存
『
類
聚
国

史
』
写
本
の
多
く
が
一
書
を
小
書
双
行
で
記
す
の
に
対
し
、
為
縄
本

は
大
字
単
行
で
正
文
に
連
続
さ
せ
、改
行
も
し
な
い
。す
な
わ
ち
、『
類

聚
国
史
』
が
『
日
本
書
紀
』
の
古
本
系
の
特
徴
を
保
存
す
る
の
に
対

し
て
、
為
縄
本
は
『
類
聚
国
史
』
卜
部
系
本
と
も
異
な
る
書
き
ぶ
り

を
み
せ
る
。

こ
の
本
を
「
為
縄
本
」
と
称
す
る
の
は
、
そ
の
巻
末
に
、

祭
主
従
二
位
行
神
祇
大
副
大
中
臣
朝
臣
為
縄　

在
判

本
云　

為
縄
自
筆
也　

云
々

と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
「
為
縄
」
に
つ
い
て
は
小
島
鉦
作
（
一
九
四
三
）
が
、
永
正

本
『
二
十
一
社
記
』
奥
書
に
み
え
る
「
伊
勢
国
粥
見
御
薗
従
二
位
」、

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
『
中
臣
祓
訓
解
』
奥
書
の
、

正
平
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日
於
伊
勢
国
粥
見
御
薗
従
二
位
祭

主
為
綱

（
マ
マ
）

卿
宿
所
書
写
候
已
下
同
六
月
一
日
一
交
畢

金
剛
資
範
超
歳
四
一
才
也
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ま
た
高
野
山
宝
寿
院
旧
蔵
『
日
本
書
紀
』
奥
書
に
あ
る
、

本
云
、
為
縄
自
筆
也
、

于
時
正
平
二
十
四
年
五
月
十
八
日
写
功
畢
、

祭
主
従
二
位
行
神
祇
大
副
大
中
臣
朝
臣
為
縄　

在
判

か
ら
、
正
平
二
十
四
（
西
暦
一
三
六
九
）
年
時
点
で
伊
勢
国
粥
見
御

薗
に
居
を
構
え
た
大
中
臣
為
縄
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
資
料
以
外
に
「
為
縄
」
の
名
を
記
し
た
も
の
は
み
え

な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
小
島
（
一
九
四
三
）
は
、「
正
平
」
は
南

朝
側
の
元
号
で
あ
り
、
こ
の
大
中
臣
為
縄
も
ま
た
、
南
朝
に
よ
り
補

任
さ
れ
た
た
め
、
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
、
高
野
山
宝
寿
院
旧
蔵

『
日
本
書
紀
』
は
、昭
和
の
ご
く
初
期
に
は
す
で
に
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
る（

注
）。

２
．
諸
本
に
つ
い
て
（
２
）　

玉
屋
本

東
京
帝
室
博
物
館
か
ら
東
京
国
立
博
物
館
へ
と
所
蔵
が
移
る
以

前
、
こ
の
書
は
江
戸
吉
原
の
玉
屋
山
三
郎
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
（
入
田
整
三
・
一
九
二
六
、
近
藤
喜
博
・
一
九
五
一
）。
そ

の
故
に
、
本
書
は
玉
屋
本
と
称
さ
れ
る
。
全
三
冊
。
第
一
冊
は
巻
第

一
か
ら
巻
第
三
ま
で
、
第
二
冊
は
巻
第
四
か
ら
巻
第
六
ま
で
、
第
三

冊
は
巻
第
七
か
ら
巻
第
十
ま
で
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
冊
一
丁
表
、

第
二
冊
二
丁
表
、
第
三
冊
一
丁
表
に
「
東
京
府
尋
常
師
範
学
校
蔵
書

印
」
と
朱
印
が
押
さ
れ
て
お
り
、
東
京
帝
室
博
物
院
以
前
に
東
京
府

尋
常
師
範
学
校
の
蔵
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
入
田
（
一
九
二
六
）
に
詳
し
く
、玉
屋
の
遊
女
の
所
持
品
で
あ
っ

た
も
の
を
玉
屋
の
主
人
が
受
け
取
り
、
玉
屋
か
ら
東
京
府
師
範
学
校

に
貸
し
出
さ
れ
た
も
の
の
返
還
さ
れ
ず
、
玉
屋
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
ち
に
東
京
帝
室
博
物
館
が
購
入
し
、
そ
し
て
東
京
国
立
博

物
館
所
蔵
に
帰
し
現
在
に
至
る
、
と
い
う
。
な
お
、
玉
屋
所
蔵
時
に

国
学
者
・
秋
本
安
民
が
借
り
受
け
、
複
数
名
が
書
写
し
た
と
の
証
言

も
あ
る
（
入
田
・
一
九
二
六
）。
玉
屋
本
の
写
本
と
し
て
、
東
京
大

学
本
居
文
庫
所
蔵
本
・
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
秋
葉
本
・

同
館
所
蔵
中
山
繁
樹
書
写
本
・
蓬
左
文
庫
所
蔵
本
等
が
あ
る
の
は
、

あ
る
い
は
こ
の
折
に
作
ら
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
さ
ら
に
書
写
さ
れ

た
も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
玉
屋
本
を
み
る
と
、「
智
積
院
」
の
記
載
が
第
一
冊
・
第

二
冊
裏
表
紙
見
返
し
と
第
三
冊
六
十
四
丁
（
第
三
冊
最
終
丁
）
表
に

み
ら
れ
る
。
こ
の
「
智
積
院
」
が
現
在
京
都
に
あ
る
智
積
院
な
の
か
、

そ
れ
と
も
京
都
以
前
、
紀
州
根
来
寺
内
に
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
あ

る
い
は
他
の
智
積
院
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
（
近
藤
・

一
九
五
一
）。

奥
書
を
み
る
と
、

巻
第
一
末
尾
（
第
一
冊　

二
十
七
丁
裏
）　

神
代
上
始
応
永
二
十
三
年
書
之　

良
海
（
花
押
）
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巻
第
三
末
尾
（
第
一
冊　

七
十
四
丁
表
）　

於
河
内
国
誉
田
八
幡
宮
東
一
院
東
房
屋　

写
之

石
穂
山　

今
ハ
仏
頭
山
ト
ハ
太
子
勝
鬘
経
講
之
時
ヨ
リ

橘
寺
ニ
ア
リ　

定
円

巻
第
四
末
尾
（
第
二
冊　

十
四
丁
裏
）　　

永
享
五
年
三
月　

於
江
州
犬
上
郡
武
林
峯
辰
巳
辺
湖
岸

書
之　

良
海
（
花
押
）

中
臣
祭
文
（
第
二
冊　

二
十
四
丁
裏
）　　

永
享
五
年
五
月
書
之　

於
若
狭
国
遠
敷
宮　

玄
猷
・
良

海

巻
第
六
末
尾
（
第
二
冊　

四
十
三
丁
裏
）　

自
応
永
二
十
三
年
至
于
永
享
五
年
書
之　

於
若
狭
国
遠

敷
宮　

良
海
（
花
押
）　

定
円

巻
第
七
末
尾
（
第
三
冊　

二
十
五
丁
裏
）　

永
享
五
年　

於
江
州
犬
上
郡
武
林
峯
辰
巳
辺
湖
岸
書
之　

良
海
（
花
押
）

巻
第
八
末
尾
（
第
三
冊　

三
十
五
丁
裏
）　

永
享
五
年
三
月　

於
江
州
犬
上
郡
武
林
峯
辰
巳
辺
湖
岸

書
之　

良
海
（
花
押
）

巻
第
九
末
尾
（
第
三
冊　

四
十
九
丁
裏
）　

永
享
三
年
三
月　

於
河
州
長
野
山
誉
田
八
幡
宮
東
一
院

書　

良
海
（
花
押
）

巻
第
十
末
尾
（
第
三
冊　

六
十
三
丁
裏
）　

永
享
三
年
卯
月　

於
河
州
長
野
山
誉
田
八
幡
宮
東
一
院

書
之　

良
海
（
花
押
）　

定
円

と
あ
っ
て
、
書
写
者
と
し
て
「
良
海
」
の
名
が
み
え
る
ほ
か
、
部
分

的
に
「
玄
猷
」、ま
た
本
文
と
は
別
筆
で
「
定
円
」
の
名
が
記
さ
れ
る
。

先
に
み
た
「
智
積
院
」
の
書
き
入
れ
と
「
定
円
」
と
が
同
筆
か
否
か

は
判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
定
円
」
は
書
写
者
で
は
な

く
所
持
者
の
名
と
考
え
ら
れ
る
。

現
存
し
て
い
る
も
の
は
右
に
述
べ
た
と
お
り
巻
第
十
ま
で
で
あ

り
、
巻
第
十
一
以
降
の
写
本
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
。
近
藤

（
一
九
五
一
）
は
愚
管
抄
に
あ
る
「
応
神
天
皇
イ
デ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
テ
、

今
ハ
吾
国
ハ
神
代
ノ
気
分
モ
ア
ル
マ
ジ
」
と
の
記
述
や
、
神
宮
文
庫

所
蔵
道
祥
本
『
日
本
書
紀
私
見
聞
』
が
や
は
り
応
神
紀
ま
で
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
玉
屋
本
も
ま
た
、
巻
第
十
応
神
天
皇
ま
で
の
書
写

を
も
っ
て
完
結
し
た
も
の
と
み
て
い
る
。

第
一
冊
表
紙
見
返
し
に
は
、
ま
ず
「
神
祇
部
一
」
と
あ
っ
て
、
前

述
の
為
縄
本
と
同
じ
く
、
玉
屋
本
も
ま
た
『
類
聚
国
史
』
の
性
質
を

引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、
先
に
み
た
と
お
り
『
類
聚
国
史
』
の
『
日
本

書
紀
』
直
接
利
用
は
巻
第
一
と
巻
第
二
の
み
で
あ
り
、
つ
ま
り
巻
第

三
以
降
は
『
類
聚
国
史
』
以
外
の
書
物
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
後
に
も
触
れ
る
と
お
り
、
玉
屋
本
の
本
文
は
『
日
本
書
紀
』

と
し
て
は
特
異
な
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
現
存
写
本
か
ら
は
巻
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第
三
以
降
の
玉
屋
本
の
系
統
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
た
、玉
屋
本
第
一
冊
見
返
し
に
は
ほ
か
に
、「
此
本
訓
音
合
点
本
」

の
墨
書
に
加
え
、
訓
読
に
つ
い
て
の
朱
書
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
凡

例
と
し
て
機
能
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
朱
書
の
書
入
の
大
半
は

巻
第
一
に
集
中
し
て
お
り
、
巻
第
二
以
降
で
は
施
注
箇
所
は
少
な
く

な
る
。

ま
た
、
第
一
冊
見
返
し
に
は
ほ
か
に
、
五
字
の
梵
字
が
示
さ
れ
、

そ
の
横
に
「
意
識
精
」「
天
御
中
」「
天
照
太
神
」「
阿
閦
普
賢
」「
笑

魔
愛
染
」
ま
た
「
大
初
大
始
大
素
太
一
古
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ

れ
ら
は
本
文
と
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
。
玉
屋
本
が
真
言
宗
寺
院
の
所

蔵
に
か
か
る
こ
と
、
ま
た
書
写
者
「
良
海
」
が
真
言
宗
関
係
者
と
目

さ
れ
る
こ
と
（
植
田
麦
・
二
〇
一
七
）
を
思
え
ば
、
こ
の
書
が
「
両

部
的
」（
近
藤
・
一
九
五
一
）
な
も
の
、
真
言
宗
の
立
場
か
ら
『
日

本
書
紀
』
を
享
受
し
た
結
果
の
一
端
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
容
の
特
徴
と
し
て
は
、
他
の
『
日
本
書
紀
』
写
本
に
比
し
て
特

異
な
異
同
を
多
く
も
つ
。
こ
の
異
同
は
三
嶋
本
と
も
一
致
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
両
者
の
強
い
血
縁
関
係
を
伺
い
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
（
後
述
）。

ま
た
、
巻
第
五
の
崇
神
天
皇
条
は
崇
神
天
皇
八
年
冬
十
二
月
ま
で

で
、
そ
の
続
き
に
中
臣
祭
文
と
し
て
中
臣
祓
を
記
す
。
崇
神
天
皇
八

年
冬
十
二
月
は
、
他
の
『
日
本
書
紀
』
で
は
天
皇
が
大
田
田
根
子
に

大お
ほ
み
わ神

を
祭
ら
し
め
る
記
事
で
あ
る
。
兼
右
本
に
沿
っ
て
そ
の
本
文
を

示
せ
ば
、

天
皇
以
大
田
々
根
子
令
祭
大
神
是
日
活
日
自
挙
神
酒
献
天
皇
仍

歌
之
曰
…
…
…
所
謂
大
田
々
根
子
今
三
輪
君
等
之
始
祖
也

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
玉
屋
本
で
は
、

天
皇
以
大
田
根
子
今
祭
大
神
是
謂
活
目
挙
神

葛
木
上
郡
山
辺
匂
都
天
下
治
六
十
八
年
座
焉

以
中
臣
祓
祭
文
治
国
享
民
禦
疫
鬼
不
如
祭
礼

日
本
書
紀
巻
第
五

と
、
崇
神
天
皇
に
つ
い
て
の
記
述
を
閉
じ
た
の
ち
、

中
臣
祭
文

謹
請
東
方
以
恠
三
十
六
神
将

…
…
（
中
略
）

高
天
原
神
留
座
皇
親
神
漏
岐
神
漏
美
御
命
以

…
…
（
後
略
）

と
し
て
、
祭
礼
お
よ
び
中
臣
祓
本
文
を
記
す
。
こ
れ
も
、
他
の
『
日

本
書
紀
』
写
本
に
は
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
玉
屋
本

と
強
い
血
縁
関
係
に
あ
る
三
嶋
本
を
み
る
と
、『
日
本
書
紀
』
に
『
中

臣
祓
解
除
』
と
し
て
、
や
は
り
『
中
臣
祓
訓
解
』
の
異
本
を
具
す
。

書
写
者
が
仏
僧
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
ら
は
神
道
の
側
の
問

題
と
し
て
処
理
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
特
に
真
言
宗
に
関
連
し
た
、

中
世
に
お
け
る
信
仰
に
関
わ
る
現
象
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
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う
。

３
．
諸
本
に
つ
い
て
（
３
）　

三
嶋
本

す
で
に
旧
稿
（
植
田
・
二
〇
一
六
、
植
田
・
二
〇
一
七
）
で
も
三

嶋
本
に
つ
い
て
は
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
本
稿
の

目
的
に
従
っ
て
そ
の
概
要
を
示
し
、
ま
た
旧
稿
に
加
え
て
三
嶋
本
の

特
徴
的
な
表
現
に
つ
い
て
述
べ
る
。

三
嶋
大
社
所
蔵
の
当
該
本
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
か
ら
巻
第

三
ま
で
の
三
巻
に
加
え
、『
二
十
一
社
記
』
の
異
本
で
あ
る
『
日
本

国
大
社
二
十
一
社
為
本
紀
守
護
』、『
中
臣
祓
訓
解
』
の
異
本
で
あ
る

『
中
臣
祓
解
除
』、『
二
所
天
照
皇
太
神
遷
幸
時
代
抄
』
の
写
本
で
あ

る
『
神
口
決
』
各
一
巻
が
付
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
の
第

五
段
一
書
第
二
ま
で
に
は
朱
筆
に
よ
る
傍
訓
書
入
が
あ
る
も
の
の
、

巻
第
二
・
巻
第
三
に
は
墨
筆
に
よ
る
も
の
も
含
め
、
書
入
は
み
ら
れ

な
い
。

こ
の
『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
は
、
三
嶋
大
社
と
國
學
院
大
学
と

で
分
蔵
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
中
村
啓
信
（
一
九
八
二
）
に
よ
っ
て

詳
細
な
考
察
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、近
代
の
あ
る
時
期
に『
日

本
書
紀
』
が
何
者
か
に
よ
っ
て
切
り
出
さ
れ
、
そ
の
断
簡
は
何
人
か

の
手
を
経
て
、
現
在
は
國
學
院
大
学
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
奥
書
を
み
る
と
、

応
永
三
十
五
年
参
籠
而
三
嶋
宮
間

正
長
元
年
初
秋
日
本
紀
三
巻
書
写

筆
者
神
聖
良
海
并
快
尊
同
重

尊
助
筆
真
尊
四
人
到
随
分
精

誠
奉
書
写
畢

大
檀
那
正
長
元
年

奉
施
入
三
嶋
宮

と
あ
る
。
先
に
み
た
、
玉
屋
本
の
書
写
者
で
あ
る
「
良
海
」
と
同
じ

名
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
中
村
（
一
九
八
二
）
は
、
こ
の
両
者
を
同

一
人
物
と
考
え
て
い
る
。
稿
者
も
そ
れ
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

後
述
す
る
と
お
り
、
玉
屋
本
・
三
嶋
本
両
書
の
書
き
ぶ
り
を
み
る
と
、

か
な
り
の
近
似
性
を
指
摘
し
う
る
。

ま
た
、『
中
臣
祓
解
除
』
を
み
る
と
、
巻
末
に

正
長
元
年
九
月
八
日

奉
施
入
豆
州
三
嶋
宮

願
主
酉
楠
御
子

女
尼
牛
御
子

頼
御
女

と
奥
書
が
み
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
と
具
書
三
巻
と
は
そ
れ
ぞ
れ

書
写
者
を
異
に
す
る
が
、『
日
本
書
紀
』
三
巻
は
同
一
の
手
に
よ
る

も
の
と
み
ら
れ
、
具
書
三
巻
も
同
一
人
物
に
か
か
る
書
写
と
判
断
さ

れ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
に
書
き
入
れ
ら
れ
た
朱
書
な
ど
は
具
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書
三
巻
と
同
一
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
料
紙
や
界

線
の
幅
・
高
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
六
巻
は
同
一
時
期

に
ひ
と
つ
の
企
画
意
図
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ

る
。な

お
、
巻
第
一
に
限
れ
ば
、
第
八
段
一
書
第
三
・
第
四
・
第
五
の

全
体
と
、
第
六
の
前
半
部
が
欠
落
し
て
い
る
。
為
縄
本
・
玉
屋
本
で

は
当
該
箇
所
を
落
と
し
て
は
い
な
い
た
め
、
三
嶋
本
の
祖
本
に
お
い

て
す
で
に
欠
落
し
て
い
た
か
、
も
し
く
は
三
嶋
本
の
書
写
の
際
に
欠

落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

４
．
三
本
の
近
親
性
と
為
縄
本
の
一
書
に
つ
い
て

以
上
、
三
本
を
概
観
し
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
三
本
の
特
徴
を

考
え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
ら
三
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
系

統
に
強
い
同
一
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
傾
向
を
も
っ
と
も

強
く
み
せ
る
の
が
、
第
一
段
正
文
の
例
で
あ
る
。
乾
元
本
他
、『
類

聚
国
史
』
を
含
む
諸
写
本
が
、「
于
時
天
地
之
中
生
一
物
状
如
葦
牙

便
化
為
神
号
国
常
立
尊
【
至
貴
曰
尊
…
】」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
三

本
は
共
通
し
て
、「
于
時
天
地
之
中
生
一
物
状
如
葦
牙
便
化
為
神
号

国
常
立
尊
次
可
美
葦
牙
彦
舅
尊
又
有
物
若
浮
膏
生
於
空
中
因
此
化
神

号
国
常
立
尊
【
至
貴
曰
尊
…
】」
と
す
る
。
こ
の
傍
線
部
は
第
一
段

一
書
第
六
の
一
部
が
竄
入
し
た
も
の
で
、
三
本
の
祖
本
に
お
い
て
行

わ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
同
様
の
例
と
し
て
は
、
諸

写
本
が
「
次
双
生
億
岐
洲
与
佐
度
洲
」（
第
四
段
一
書
第
八
）
と
す

る
と
こ
ろ
を
、三
本
が
「
次
双
生
陰
岐
洲
与
佐
度
洲
」
と
す
る
例
や
、

諸
写
本
が
「
是
時
素
戔
嗚
尊
年
已
長
矣
」（
第
五
段
一
書
第
六
））
と

す
る
と
こ
ろ
を
、
三
本
が
「
是
時
素
戔
嗚
尊
季
已
長
矣
」
と
す
る
例

な
ど
が
あ
る
。

以
上
を
確
認
し
た
う
え
で
、
西
川
順
土
（
一
九
八
三
）
の
論
を
確

認
す
る
。
西
川
は
、
為
縄
本
に
付
さ
れ
た
一
書
の
う
ち
、
と
く
に
訓

注
の
位
置
に
注
目
す
る
。
い
ま
改
め
て
為
縄
本
一
書
の
訓
注
を
み
て

み
る
と
、
た
と
え
ば
巻
第
一
第
一
段
一
書
第
一
で
は
、

亦
曰
葉
木
国
野
尊
【
葉
木
国
此
云
播
挙
矩
尓
】
亦
曰
見
野
尊

と
あ
る
よ
う
に
、
施
注
の
対
象
と
な
る
語
の
直
下
に
置
か
れ
る
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
を
他
の
写
本
で
み
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
語
の
直
下

で
は
な
く
、
一
書
の
末
尾
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
兼
右

本
の
巻
第
一
第
一
段
一
書
第
一
か
ら
第
二
で
は
、

一
書
曰
…
…
亦
曰
葉
木
国
野
尊
亦
曰
見
野
尊
…
…

一
書
曰
…
…�

次
国
狭
槌
尊
葉
木
国
此
云
播
挙
矩
爾
可
美
此
云
于

麻
時

の
ご
と
く
で
あ
る
。
為
縄
本
の
全
体
を
み
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て

が
同
様
、
す
な
わ
ち
語
に
つ
い
て
の
注
は
施
注
対
象
の
語
の
直
下
に

あ
る
、
と
い
う
傾
向
を
み
せ
る
。

西
川
（
一
九
八
三
）
は
、
こ
れ
ら
の
例
に
基
づ
き
、
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か
つ
て
日
本
書
紀
一
書
の
訓
註
は
当
該
語
彙
の
処
に
在
っ
た
と

推
定
し
て
考
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
為
縄
本
に

よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
為
縄
本
に
お
い
て
も
他
の
写
本
と
同
じ
く
、
注

記
を
一
書
の
末
尾
に
お
く
例
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
第
五
段
一
書

第
七
の
末
尾
で
は
、「
次
磐
筒
女
神
児
経
津
主
神
【
尿
水
音
乃
矛
反
】」

と
す
る
。
施
注
の
対
象
と
な
る
「
尿
」
に
つ
い
て
は
、
第
五
段
一
書

第
六
に
お
い
て
、「
一
云
伊
奘
諾
尊
乃
向
大
樹
放
尿
【
放
尿
此
云
愈

磨
理
】」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
諸
写
本
は
「
尿
」
の
訓
注
・
音
注
と

も
に
第
五
段
一
書
第
七
末
尾
に
お
く
の
で
あ
る
が
、
為
縄
本
で
は
、

訓
注
は
施
注
語
（
第
五
段
一
書
第
六
）
の
直
下
に
、
音
注
は
諸
写
本

と
同
じ
く
第
五
段
一
書
第
七
末
尾
に
お
く
。
そ
の
ほ
か
、
第
五
段
一

書
第
八
末
尾
の
「
此
草
木
沙
石
自
含
火
之
縁
也
【
麓
山
足
曰
麓
此
云

簸
耶
磨
】
䨄
【
此
云
之
伎
音
鳥
含
反
】」
や
、
第
七
段
一
書
第
一
末

尾
の
「
是
即
紀
伊
国
所
坐
日
前
神
也
石
凝
姥
【
此
云
伊
之
居
梨
度
咩
】

全
剥
【
此
云
宇
都
播
伎
】」
な
ど
、
他
写
本
と
同
様
の
書
写
例
が
み

ら
れ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
為
縄
本
で
は
、語
に
対
し
て
の
注
記
は
、

必
ず
し
も
施
注
語
の
直
下
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
書
の
末
尾
、
し

か
も
一
書
を
ま
た
い
で
置
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、

他
の
写
本
と
同
一
箇
所
に
あ
る
。

為
縄
本
と
近
親
関
係
に
あ
る
玉
屋
本
・
三
嶋
本
を
み
る
と
、
他
の

写
本
と
同
じ
く
、一
書
の
末
尾
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

二
つ
の
可
能
性
が
生
じ
る
。
そ
の
第
一
は
、
西
川
（
一
九
八
三
）
が

想
定
し
た
よ
う
に
、
七
二
〇
年
の
成
書
当
時
、
為
縄
本
の
よ
う
に
一

書
の
訓
注
が
語
の
直
下
に
あ
り
、
玉
屋
本
・
三
嶋
本
は
そ
れ
を
改
編

し
て
一
書
の
末
尾
に
お
い
た
可
能
性
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
玉
屋
本
・
三
嶋
本
の
一
書
訓
注
の
位
置
が
他
の
写
本

と
同
じ
く
、
一
書
の
末
尾
に
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
玉

屋
本
・
三
嶋
本
の
祖
本
は
為
縄
本
と
同
じ
く
『
類
聚
国
史
』
で
あ
り
、

一
書
を
小
書
双
行
で
記
す
。
よ
っ
て
、
玉
屋
本
・
三
嶋
本
の
祖
本
が
、

古
本
系
『
日
本
書
紀
』
で
、
か
つ
一
書
訓
注
を
一
書
の
末
尾
に
ま
と

め
た
も
の
を
参
照
に
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
と
き
、
な
ぜ

「
神
祇
部
一
」（
玉
屋
本
）
と
す
る
記
載
が
残
存
し
え
た
の
か
が
問
題

と
な
る
。
さ
ら
に
、
為
縄
本
と
も
共
通
す
る
、
他
の
『
日
本
書
紀
』

と
の
異
同
が
訂
正
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
疑
問
と
し
て
残
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
第
二
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
為
縄
本
が

一
書
の
訓
注
の
位
置
を
改
編
し
た
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い

か
。
こ
の
可
能
性
を
補
強
す
る
材
料
と
し
て
、
第
八
段
一
書
第
六
に

あ
る
「
顕
見
」
の
訓
注
が
あ
る
。
諸
写
本
と
も
、
第
八
段
一
書
第
六

末
尾
に
、「
顕
此
云
于
都
斯
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
為
縄
本
・
玉
屋
本
・

三
嶋
本
で
は
、

（
為
）
復
為
顕
見
蒼
生
及
畜
産
【
顕
見
此
云
宇
都
斯
】

（
玉
）�【
復
為
顕
見
蒼
生
及
畜
産
…
（
中
略
）
…
】
顕
見
【
此
云
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宇
都
斯
矣
】

（
三
）【
復
為
顕
見
蒼
生
及
畜
産
…
（
中
略
）
…
顕
見
此
云
宇
都

斯
】

と
し
て
い
る
。
為
縄
本
は
当
該
訓
注
を
一
書
の
末
尾
で
は
な
く
施
注

対
象
の
語
に
近
い
と
こ
ろ
に
お
き
、
玉
屋
本
・
三
嶋
本
は
一
書
の
末

尾
に
お
く
。
こ
こ
で
注
意
す
る
べ
き
は
訓
注
の
位
置
で
は
な
く
、
諸

本
が
「
顕
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
三
本
は
共
通
し
て
「
顕
見
」
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
現
存
『
類
聚
国
史
』
も
ま
た
、
こ
の

訓
注
は
『
日
本
書
紀
』
写
本
と
同
様
の
記
載
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の

訓
注
は
、三
本
と
も
に
諸
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。西
川（
一
九
八
三
）

は
当
該
訓
注
に
つ
い
て
、「「
顕
」
の
訓
註
に
つ
い
て
も
為
縄
本
だ
け

の
特
徴
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
が
、
位
置
は

と
も
か
く
、
異
同
に
つ
い
て
は
不
正
確
で
あ
る
。

そ
し
て
、
も
し
も
第
一
の
可
能
性
に
従
っ
て
考
え
る
と
こ
の
訓
注

は
、
ま
ず
三
本
の
祖
本
が
「
顕
」
を
「
顕
見
」
と
改
め
た
あ
と
、
玉

屋
・
三
嶋
本
は
そ
の
他
の
写
本
に
の
っ
と
っ
て
一
書
の
末
尾
に
訓
注

を
移
動
さ
せ
な
が
ら
、「
顕
見
」
は
そ
の
ま
ま
残
し
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
い
か
に
も
不
自
然
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
以

上
か
ら
、
為
縄
本
で
は
一
書
の
訓
注
の
位
置
を
改
編
し
た
の
で
は
な

い
か
と
、
稿
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
さ

き
に
み
た
第
五
段
一
書
第
六
の
「
尿
」
の
注
記
に
つ
い
て
も
、
も
と

も
と
訓
注
・
音
注
と
も
に
第
五
段
一
書
第
七
末
尾
に
あ
っ
た
も
の
の
、

訓
注
の
み
が
位
置
を
変
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
五
段

一
書
第
八
末
尾
・
第
七
段
一
書
第
一
末
尾
の
例
も
同
様
に
扱
う
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

為
縄
本
が
こ
の
よ
う
な
改
編
を
可
能
と
し
、
玉
屋
本
・
三
嶋
本
と

が
行
え
な
か
っ
た
の
は
、一
書
の
書
き
ぶ
り
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

す
で
に
み
た
と
お
り
、
為
縄
本
は
一
書
を
大
字
で
書
記
す
る
た
め
、

訓
注
を
分
注
で
、
す
な
わ
ち
小
書
双
行
で
記
す
こ
と
が
で
き
る
。
一

方
、
玉
屋
本
・
三
嶋
本
の
よ
う
に
古
本
系
の
場
合
、
語
の
直
下
に
訓

注
が
あ
る
と
、
本
文
と
注
と
の
書
記
形
態
に
よ
る
識
別
が
で
き
ず
、

誤
読
の
可
能
性
を
許
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
玉
屋
本
と
三
嶋
本

と
は
改
編
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
成
書
当

時
に
お
け
る
『
日
本
書
紀
』
の
特
徴
を
、『
類
聚
国
史
』
を
通
し
て

保
持
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。

と
は
い
え
、
玉
屋
本
と
三
嶋
本
と
が
為
縄
本
と
に
比
し
て
、
よ
り

原
本
『
類
聚
国
史
』
に
近
い
性
質
を
保
存
し
て
い
る
と
も
い
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
植
田
（
二
〇
一
六
）
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
神
名
の
表

示
に
つ
い
て
は
、
為
縄
本
が
よ
り
古
態
に
近
い
書
記
の
状
況
を
保
存

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
次
節
で
は
三
本
の
差
異
と
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
特
徴
に

つ
い
て
考
察
す
る
。
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５
．
三
本
の
血
縁
関
係
と
個
々
の
本
の
特
徴

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
為
縄
本
・
玉
屋
本
・
三
嶋
本
と

は
強
い
血
縁
関
係
を
示
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
本
を
相
互
に
み
く

ら
べ
る
と
、
そ
の
異
同
は
少
な
く
な
い
。
相
互
に
校
合
し
た
数
値
を

み
る
と
、
為
縄
本
に
の
み
ら
れ
る
も
の
が
二
〇
六
例
、
玉
屋
本
に
の

み
み
ら
れ
る
も
の
が
五
四
二
例
、
三
嶋
本
に
の
み
み
ら
れ
る
も
の
が

二
一
三
例
で
あ
る
。
こ
の
数
値
だ
け
を
み
る
と
、
玉
屋
本
の
み
が
異

質
で
、
為
縄
本
・
三
嶋
本
と
に
は
共
通
性
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
そ
の
異
同
傾
向
は
、
別
の
事
実
の
読
み
取
り
を
可
能
と
さ
せ

る
。
以
下
、
そ
の
具
体
的
な
在
り
よ
う
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
し
た

い
。ま

ず
は
、
為
縄
本
に
の
み
み
ら
れ
る
例
の
確
認
を
行
う
。
こ
の

二
〇
六
例
に
つ
い
て
、
乾
元
本
と
の
比
較
を
行
う
と
、
一
致
し
な
い

も
の
が
七
八
例
で
あ
っ
た
（
こ
れ
は
つ
ま
り
、
一
二
八
例
は
三
嶋
本

と
玉
屋
本
と
が
一
致
し
、
か
つ
為
縄
本
・
乾
元
本
と
一
致
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
）。
そ
の
具
体
例
を
み
る
と
、
玉
屋
本
・

三
嶋
本
お
よ
び
乾
元
本
が
「
又
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
亦
」
と
す
る

も
の
（
第
五
段
一
書
第
六
）
や
、
同
様
に
他
の
本
が
「
有
清
心
」
と

す
る
と
こ
ろ
を
「
清
心
有
」
と
す
る
も
の
（
第
六
段
正
文
）
な
ど
で

あ
る
。
全
体
を
閲
す
る
と
、
異
体
字
を
用
い
る
例
、
字
体
の
似
た
別

の
字
を
用
い
る
例
、
諸
本
に
な
い
も
の
を
一
字
加
え
る
例
、
三
字
以

内
を
欠
落
す
る
例
、
字
の
順
を
異
に
す
る
例
の
み
で
あ
る
。
字
を
落

と
す
例
で
も
、三
字
の
例
は
一
例
の
み
で
、し
か
も
、乾
元
本
が
「
之

殿
」（
第
四
段
一
書
第
一
）と
す
る
と
こ
ろ
を
三
嶋
本
・
玉
屋
本
が「
之

大
殿
」
と
す
る
も
の
で
、実
質
的
に
は
二
字
の
欠
落
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
為
縄
本
の
み
に
み
ら
れ
る
異
同
に
は
、
文
脈

を
大
き
く
変
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

続
い
て
、
三
嶋
本
に
の
み
み
ら
れ
る
二
一
三
例
を
み
る
。
乾
元
本

と
の
比
較
の
結
果
、
一
九
六
例
が
一
致
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
為

縄
本
に
比
し
て
、よ
り
独
自
性
の
高
い
こ
と
を
指
摘
し
う
る
。
ま
た
、

そ
の
全
体
を
み
る
と
、
一
字
か
ら
十
六
字
ま
で
の
文
字
を
落
と
す
例

が
多
く
み
ら
れ
る
（
三
七
例
）。
そ
の
他
の
例
を
み
る
と
、
為
縄
本

と
同
様
に
、
文
字
を
加
え
る
も
の
、
文
字
を
変
え
る
も
の
、
字
の
順

を
変
え
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
た
だ
し
一
例
、
諸
本
が
「
葦
原

中
国
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
葦
原
中
津
国
」
と
す
る
例
に
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
植
田
（
二
〇
一
七
）
で
も
述
べ
た

他
の
二
本
と

不
一
致
の
例

乾
元
本
と
不

一
致
の
例

為
縄
本

二
〇
六

七
八

三
嶋
本

二
一
三

一
九
六

玉
屋
本

五
四
二

五
三
六
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と
お
り
、『
日
本
書
紀
』
を
注
釈
す
る
視
点
か
ら
の
意
図
的
な
改
編

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
、
玉
屋
本
に
の
み
み
ら
れ
る
例
で
は
、
乾
元
本
と
一
致
し

な
い
例
が
五
三
六
例
で
あ
り
、
や
は
り
独
立
性
の
高
さ
を
指
摘
し
う

る
。
そ
の
様
相
を
み
る
と
、
為
縄
本
・
三
嶋
本
と
同
様
の
も
の
が
大

半
を
占
め
る
も
の
の
、
一
部
、
玉
屋
本
の
特
徴
と
い
え
る
も
の
も
あ

る
。
た
と
え
ば
、
諸
本
が
「
也
」
と
す
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
何
も

字
を
お
か
な
い
な
い
と
こ
ろ
を
「
矣
」
と
す
る
例
が
あ
る
。
こ
の
傾

向
は
巻
第
二
に
顕
著
で
あ
る
が
、本
稿
で
は
言
及
の
み
に
と
ど
め
る
。

そ
の
他
の
例
と
し
て
は
、「
泉
津
門
」（
第
五
段
一
書
第
六
）「
泉

津
守
道
」（
第
五
段
一
書
第
十
）と
い
っ
た
も
の
が
あ
る（
い
ず
れ
も
、

諸
本
は
「
津
」
を
挿
入
し
な
い
）。
先
に
三
嶋
本
の
特
徴
と
し
て
「
葦

原
中
津
国
」
の
例
を
示
し
た
が
、
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
み
て
よ
い

だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
玉
屋
本
も
ま
た
三
嶋
本
と
同
じ
く
、
注
釈
を

本
文
化
す
る
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
注
釈
的
な
語
句
を
挿
入
す
る
例

と
し
て
は
、「
異
説
」（
第
一
段
一
書
第
一
）「
皆
是
異
説
」（
第
五
段

正
文
）
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
植
田
（
二
〇
一
七
）
で
考
察
し

た
が
、
類
例
が
三
嶋
本
に
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
三
嶋

本
よ
り
も
玉
屋
本
の
方
が
、よ
り
改
変
の
度
合
い
が
強
い
と
い
え
る
。

最
後
に
、三
本
を
比
較
し
た
と
き
に
為
縄
本
に
独
自
な
例
の
う
ち
、

乾
元
本
と
一
致
す
る
例
を
確
認
し
た
い
。
こ
れ
は
先
に
み
た
為
縄
本

に
独
自
な
二
〇
六
例
の
う
ち
の
一
二
八
例
で
あ
る
。こ
れ
は
つ
ま
り
、

玉
屋
本
・
三
嶋
本
と
が
同
一
の
例
で
あ
る
。
具
体
例
（
第
四
段
一
書

第
一
）
を
挙
げ
る
と
、

（
為
縄
本
・
乾
元
本
）
次
生
淡
洲

（
玉
屋
本
・
三
嶋
本
）
次
生
淡
路
洲

の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
を
み
る
と
、た
し
か
に
多
く
は
誤
字
で
あ
っ
た
り
、

文
字
の
欠
落
や
添
加
な
ど
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
、

玉
屋
本
・
三
嶋
本
が
共
通
の
祖
本
を
も
つ
証
拠
と
い
え
る
。
ま
た
、

改
変
意
図
を
み
い
だ
し
う
る
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

（
為
縄
本
・
乾
元
本
）
伊
奘
諾
尊
追
伊
奘
冊
尊
入
於
黄
泉

（
玉
屋
本
・
三
嶋
本
）
伊
奘
諾
尊
追
伊
奘
冊
尊
於
黄
泉
国
入

が
そ
の
よ
う
な
例
に
あ
た
る
。
こ
の
例
は
、『
古
事
記
』
上
巻
に
お

け
る
「
黄
泉
国
」
の
例
な
ど
を
想
起
さ
せ
る
。

以
上
を
み
る
と
、
為
縄
本
が
乾
元
本
を
は
じ
め
と
し
た
他
の
『
日

本
書
紀
』
写
本
に
最
も
近
く
、
一
方
、
三
嶋
本
・
玉
屋
本
と
は
そ
れ

ら
と
距
離
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
二
本
に
近
親
性
が
看
取
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
三
嶋
本
と
玉
屋
本
を
比
べ
る
と
、
や
は
り
少
な
く
な
い
異
同

が
存
す
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
為
縄
本
か
ら
三
嶋
本
、
そ
し
て
玉
屋

本
へ
と
、
他
の
写
本
と
の
差
が
広
が
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
為
縄
本
・
玉
屋
本
・
三
嶋
本
の
在
り
よ
う
に
つ
い
て
の
考

察
を
行
っ
た
。
現
在
、『
日
本
書
紀
』
の
諸
注
釈
書
の
底
本
は
、
卜

部
系
本
が
主
流
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
成
書
当
時
の
本
文
が
卜
部
系
本

に
比
較
的
正
確
に
残
存
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば
そ
れ
ら
の
注
釈
書
で
は
、
一
書
が
大
字
単
行

で
記
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
そ
の
意
味
で
は
改
変
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト

で
あ
る
。
す
る
と
現
在
、
改
変
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
あ
た
か
も
成

書
当
時
の
『
日
本
書
紀
』
そ
の
も
の
の
よ
う
に
流
通
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
は
常
に
、
改
変
さ
れ
て
き
た
書
物

で
あ
っ
た
。
過
去
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ
れ
は
一
方
向
の
も
の
で
は

な
い
。『
日
本
書
紀
』
が
『
類
聚
国
史
』
と
な
っ
た
の
ち
、さ
ら
に
『
類

聚
国
史
』
が
『
日
本
書
紀
』
と
な
る
。
あ
る
い
は
、『
日
本
書
紀
』

に
端
を
発
す
る
注
釈
的
言
説
が
、『
日
本
書
紀
』
本
文
に
組
み
込
ま

れ
る
。
そ
れ
ら
の
運
動
性
は
、
ひ
と
つ
の
『
日
本
書
紀
』
写
本
を
み

る
だ
け
で
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
写
本
を
見
比
べ

る
こ
と
で
、
ま
た
他
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比
較
の
な
か
で
浮
か
び
上
が

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
文
化
と
歴
史
の
総
体
の
な
か
で
『
日
本

書
紀
』
を
み
た
と
き
に
、
そ
の
意
味
を
発
展
的
に
理
解
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
為
縄
本
・
玉
屋
本
・
三
嶋
本
の
三
本
を

み
る
こ
と
で
、
そ
の
類
似
性
と
相
異
を
み
て
き
た
。
そ
れ
は
す
な
わ

ち
、
卜
部
系
本
に
属
し
な
い
『
日
本
書
紀
』
の
価
値
を
み
る
行
為
で

も
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、本
稿
に
よ
っ
て
そ
れ
が
尽
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
他
の
非
卜
部
系
本
の
あ
り
方
が
問
題
と
し
て
立
ち
現
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
。

（
注
）	小
島
（
一
九
四
三
）
も
ま
た
、
高
野
山
宝
寿
院
旧
蔵
『
日
本
書
紀
』

そ
の
も
の
を
目
に
し
て
は
い
な
い
。
小
島
は
中
外
日
報
（
昭
和

十
一
年
一
月
二
十
一
日
付
）
に
記
載
さ
れ
た
水
原
堯
榮
「
高
野
山

の
神
道
（
五
）」
に
よ
っ
て
前
述
の
奥
書
を
知
っ
た
こ
と
を
記
し
て

い
る
。
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本
稿
は
科
研
費
補
助
金
・
若
手
研
究
（
Ｂ
）
一
六
Ｋ
一
六
七
六
九

の
助
成
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、

毛
利
正
守
先
生
の
ご
指
導
を
賜
っ
た
。記
し
て
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
う
え
だ　

ば
く
・
明
治
大
学
専
任
講
師
）


